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2016 



高橋新, 穴澤貴行,  

後藤満一, 丸橋繁,  

隅丸拓, 福地絵梨子, 

宮田裕章. 

外科における医療ビッグ

データ活用の世界的趨勢

とわが国における展望 

(特集 医療ビッグデータ

と外科). 

臨床雑誌外科. 78(5) 481-485 2016 

瀬戸泰之, 李基成,  

愛甲丞, 桑野博行,  

宮田裕章, 岩中督. 

NCD を用いた臨床研究 

(特集 外科臨床研究のノ

ウハウと重要研究の総ま

とめ) -- (わかりやすい外

科臨床研究のノウハウ). 

Journal of clinical 

surgery. 

71(5) 541-547 2016 

宮田裕章, 洪繁. 医療ビッグデータをいか

に解析するか. 

医学のあゆみ 259(7) 743 2016 

高橋新, 太田哲夫, 

後藤満一, 宮田裕章. 

GIS を用いた National 

Clinical Database 

(NCD) の解析と注意点. 

医学のあゆみ 259(7) 749-754 2016 

隈丸拓, 徳田裕,  

宮田裕章. 

NCD データの利活用と

乳癌登録における展望. 

乳癌の臨床 31(6) 487-494 2016 

高井秀明, 宮田裕章, 

本村昇, 佐々木健一, 

関雅浩, 有村聡士, 

國原孝, 高本眞一. 

OA-022 非僧帽弁心臓手

術における心房細動合併

例に対する PVI と Full 

Maze手術の現況. 

General Thoracic 

and 

Cardiovascular 

Surgery. 

64 512 2016 

沼田智, 宮田裕章, 

山崎祥子, 板谷慶一, 

川尻英長, 大平卓, 

森本和樹, 高本眞一, 

夜久均. 

DA-4-1 Off-Pump CABG

はどう正当化されるの

か ? On-pump vs Off-

pump CABG. 

 

General Thoracic 

and 

Cardiovascular 

Surgery. 

64 258 2016 

沼田智, 宮田裕章, 

山崎祥子, 板谷慶一, 

川尻英長, 大平卓, 

森本和樹, 本村昇, 

高本眞一, 夜久均. 

OA-154 Off-pump CABG

の妥当性 : JCVSD を用

い た 検 討  J-SMART 

study : off-pump vs. on-

pump. 

General Thoracic 

and 

Cardiovascular 

Surgery. 

64 703 2016 

齋藤綾, 宮田裕章, 

本村昇, 小野稔, 

高本眞一. 

OA-152 オフポンプ冠動

脈バイパス術における上

行大動脈操作の術後成績

への影響 - 3 枝病変症例

を対象とした JACVSD

登録症例の解析. 

 

General Thoracic 

and 

Cardiovascular 

Surgery. 

64 701 2016 



大野貴之, 高本眞一. 冠動脈関連疾患の主なエ

ビ デ ン ス  SYNTAX 

trial. 

日本臨床 74(4) 703-714 2016 

高本眞一. 胸部外科における国際交

流. 

胸部外科 70(1) 54-59 2016 

牧野勇, 宮田裕章, 

太田哲生, 後藤満一, 

今野弘之, 森正樹,  

若林剛, 高橋新,  

瀬戸泰之. 

本邦の地域の医療需要を

反映した専門医研修プロ

グラムを作成するための

二次医療圏単位での医療

の実態把握. 

日本消化器外科学

会雑誌 

49(11) 1181-

1190 

2016 

後藤満一, 掛地吉弘, 

宮田裕章, 瀬戸泰之, 

日本消化器外科学会

データベース委員会. 

NCD の活用 デバイス

ラ グ 解 消 に 向 け て 

NCD を基盤とした消化

器外科領域の前向き研究

への課題. 

日本外科学会雑誌 117(5) 465-467 2016 

本村 昇. 冠動脈疾患の治療 冠動

脈バイパス術 (CABG) 

NCD/JACVSD からみた

CABG. 

日本臨床 74(4) 446-451 2016 

本村 昇. 医療ビッグデータ総論 

NCD設立の経緯と現状. 

外科 78(5) 462-464 2016 

掛地 吉弘. DNA 修復遺伝子解析に

よる抗癌剤効果予測因子

の確立. 

上原記念生命科学

財団研究報告集 

30 1-5 2016 

丸橋 繁, 後藤 満一, 

宮田 裕章． 

NCD を活用した術前リ

スク評価. 

臨床外科 72(2) 134-139 2017 

 


